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を連結する白質線維路の統合性の変化を、拡散強調 MRI により解明した。 
[方法]難治の MTLE の術前評価目的に 2007 年から 2010 年に入院した 18 人（左
焦点 10 名、右焦点 8 名、平均 30.7 歳）を対象とした。対照群として年齢と性別
を照合させた健常被験者 18 人を解析した。 
 MRI の画像解析では、焦点側を解析便宜上同一半球に統一するため、右 MTLE
患者画像を左右反転し左側に統一した。患者群と対照群の FDG-PET 画像を














位に両側大脳半球において広範囲な FA の低下と MD の上昇がみられ、広範囲の
白質統合性変化を示唆した。一方、線維追跡法を用いて描出した発作伝播路、下
縦束、皮質脊髄路の白質統合性変化の解析では、比較対照の白質線維路に比べて




























  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと
認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 29 年 7 月 3 日実施の論文内容とそ
れに関連した試問を受け、合格と認められたものである。 
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